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●行政情報の総合的な窓口

機能とサービスの提供 

札幌新まちづくり計画市民会議 分科会中間報告（４分科会の論点の全体整理） 

１．これからのまちづくりの視点 ２．取組みの方向と課題 ３．当面の重点的な取組み ４．行政施策の提案 ５．実践のための手法と仕組み 

⑤様々な主体がカベを越

えて連携し、地域コミュ

ニティの再生に取組む 

⑥市民がまちづくりの公共

的な部分を担うための

仕組みをつくる 

①これからの時代の社会

像や価値観を共有しな

がら、着実に実践する 

②札幌ならではの魅力や

価値を創出し、札幌の

独自性をアピールする 

③札幌の情報発信力を高

め、人々の交流や経済

活動を活発化する 

④市民がつくる小さな文

化、小さな活動、小さな

産業を育てる 

■自然と共生する価値観や

文化を育てる取組み 

■小さな表現活動の場を広げ

るための取組み 

■地域のスポーツ活動を支え

る仕組みづくり 

■地域の人材や活動を子ど

もの教育に生かす取組み 

公
共
施
設
・
空
間

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

●まちづくり施策の優先順位

と具体的ターゲットの設定
目
標
・
実
行
・ 

評
価
の
仕
組
み 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
育
成
と 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

●まちづくり施策を実行する

行政システムの見直し 

●施策の成果を評価する指

標や手法の開発と活用 

●公共的な活動を担う市民主

体のＮＰＯの育成 

●ＮＰＯと行政が連携し、協働

で取組む仕組みづくり 

●NPO の情報交流とネットワ

ークのための場づくり 

●若者や青少年のたまり場づ

くり 

●若者や青少年がボランティ

ア活動に参加する場づくり

●福祉活動における若者たち

の働く場づくり 

●地域の人材の発掘とネット

ワークづくり 

●まちづくりやまち育て活動

の実践を通した人材養成 

●様々な主体や活動をつなぐ

コーディネーターの育成 

広
報
戦
略 

の
展
開 

●多様なメディアを活用した

まちづくり広報機能の強化

●行政広報のアウトソーシン

グや専門ノウハウの活用 

●市民参加を広げるためのイ

ベントなどの仕掛けづくり

若
者
の
参
加 

の
場
づ
く
り 

人
材
育
成
と 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

●公共施設・空間の有効活用

をプロデュースする仕組み

●公共施設・空間の管理運営

をＮＰＯが担う仕組み 

●公共施設・空間の管理運営

に市民が参加する仕組み 

●小さな企業と起業に役立つ

融資制度の創設と運用 
新
し
い
芽
の
成
長
を 

支
援
し
促
進
す
る
施
策 

●安全・安心な地下歩行空間

ネットワークの整備 

●バリアフリー公園とふれあ

いの拠点づくり事業 

●民間運営＋住民参加＋行

政支援によるデイケア事業

●札幌の魅力を発信するシン

ボルストリートの整備 

●専門家ネットワークなどに

よる相談・支援機能の強化

市
民
に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
運
営
を
支
え
る
施
策 

●市立大学を核にデザイン産

業を育てる仕組みづくり 

市
民
や
民
間
の
活
動
と 

連
携
し
展
開
す
る
施
策 

●市立大学を活用し新しい人

材を取り込む仕掛けづくり

市
民
や
民
間
の
都
心
で
の 

活
動
を
活
発
に
す
る
施
策 

市
民
が
主
体
と
な
り
い
き
い
き
し
た 

地
域
づ
く
り
を
展
開
す
る 

小
さ
な
文
化
・
活
動
・
産
業
を

育
て
る
仕
掛
け
を
展
開
す
る 

札
幌
の
魅
力
を
発
信
す
る 

都
心
づ
く
り
を
展
開
す
る 

■アイヌ文化の啓発と発信 

■小さな表現活動の場づくり

■小さな企業・起業の支援 

■地域ビジネスの育成 

■地域の情報機能・相談機能

の強化 

■地域ケアシステムや健康づ

くりの支援体制の充実 

■地域の「居場所づくり」 

■総合型地域スポーツクラブ

づくり 

■地域社会と教育の接点と連

携づくり 

■公共空間を活用したにぎわ

いや集客交流の推進 

■人と環境を重視した交通体

系づくり 

■都心の緑や水辺を再生す

る活動 

■歩いて暮らせる居住環境づ

くり 

■美しいまちなみや景観づく

り 

■幅広い世代が暮らせる居

住環境づくり 

●歩行者・自転車・公共交通

優先の交通システムの整備

■子どもと子育てを支えあう

場づくり 

■障がい者が地域でいきいき

と暮らせる仕組みづくり 

■高齢者が地域で暮らし続け

ることのできる仕組みづくり

■地域の人々の交流やふれ

あいを広げる場づくり 

■市民が健康に生活できる

仕組みづくり 

共
生
・
地
域
づ
く
り 

文
化
・
人
づ
く
り 

経
済
・
雇
用 

■札幌の新たなまちづくりの

取組みを積極的に発信 

■小さな企業や起業家を支

援する仕組みを充実 

■市民や地域の具体的ニー

ズから産業・雇用を創出 

■具体的な問題に応じたきめ

細かな雇用対策の実施 

 

■まちの自然・歴史・文化の

再生と新たな価値の創出 

■環境保全のための具体的

目標の設定と着実な実践 

■安心・安全な居住環境づく

りの具体的な展開 

■市民主体のまちづくりとコミ

ュニティ運営の実践 

環
境
・
都
市
機
能 

●公園・道路などの多面的活

用のための規制緩和 

●都心の廃校を文化活動の

拠点に活用するモデル事業

●行政サービスへのＩＴの導

入とアウトソーシング 

●総合型地域スポーツクラブ

のモデル事業 

●民間の文化団体やフリース

クールと学校との連携 

●アイヌ文化の総合学習、芸

術文化の体験学習の実施 

●健康・医療・福祉機関やサ

ービスの横断的な連携 

●連絡所を地域活動の情報

拠点・相談拠点として活用

●学校施設をまちづくり活動

の場として活用 

●地域の公共施設の管理運

営をＮＰＯなどに委託 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（方向１） 

 

札幌の新たな

まちづくりの取

組みを積極的

に発信 

（方向４） 

 

具体的な問題

に応じたきめ

細かな雇用対

策を実施 

（方向２） 

 

小さな企業や

起業家を支援

する仕組みを

充実 

（方向３） 

 

市民や地域の

具体的ニーズ

から産業・雇

用を創出 

NPO 等の雇用面の

トラブルへの対応 

ＩＴを活用したコミュ

ニティサービス 

（視点１） 

将来を見すえた産業振興のビ

ジョンと戦略を描き、ターゲット

を絞って施策を展開する 

１．これからのまちづくりの視点 ２．取組みの方向と課題 ３．当面の重点的な取組み ４．行政施策の提案 ５．実践のための手法と仕組み 

（視点２） 

札幌の新しい都市イメージを

積極的にアピールし、札幌の

情報価値を高める 

（視点３） 

足元をしっかり見つめて実効

性のある経済対策、雇用対策

を実施する 

（視点４） 

産業振興策を実行する仕組み

と成果を評価する新たな仕組

みをつくる 

雇用のミスマッチの

具体的状況の把握 

雇用問題の相談・

指導機能の充実 

従来の発想や構造

を大きく変える視点

起業を促進する相

談・サポート機能 

公共的サービスの

アウトソーシング 

健康・医療・福祉ニ

ーズに応える産業 

情
報
発
信
力
の
強
化 

地
域
ビ
ジ
ネ
ス
の
育
成 

●自然環境や公共空間を活

用した景観づくりを推進 

●市立大学を核としたデザイ

ン産業育成の仕組み 

●魅力的な街並みや景観づく

りを戦略的に展開する 

●コーディネータの役割を担

う人材を養成する 

●デザイン産業を育てる仕掛

けづくりを展開する 

●芸術・文化資産などを集客

交流資源として活用 

●中小企業支援センターなど

の機能の強化・見直し 

●新しい人材を大胆に取り込

む仕掛けづくり 

●新しい技術や事業を評価す

る仕組みをつくる 

●地域ビジネスの中で身近な

雇用機会を創出する 

●地域に根ざした健康・医療・

福祉ビジネスを育成する 

●ＩＴを活用し、行政サービス

の質と効率を向上する 

●札幌ブランドを熟成していく

ための活動を展開する 

●札幌独自の芸術・文化を積

極的に活用し、発信する 

●行政サービスのアウトソー

シングを推進 

●公共的サービスを担う人材

育成のプログラムづくり 

●健康・医療・福祉機関の連

携体制づくり 

●行政サービスへのＩＴの導

入を推進 

●産業振興策の成果を評価

する新しい仕組みづくり 

●専門家ネットワークによる

相談・支援機能を強化する

●専門家ネットワークを構築

するための仕組みづくり 

札
幌
ら
し
い
個
性
的
な 

資
源
の
活
用
と
活
動
の
支
援

既
存
の
や
り
方
と
は
違
う 

元
気
基
金
・
支
援
施
策

産
学
官
連
携
し
た
取
組
み
の
工
夫 

●評価結果を施策の見直し

や新たな施策に活用するシ

ステムづくり 

産
業
振
興
策
を
評
価
す
る
仕
組
み

経済・雇用分科会 中間報告（キーワードの整理） 

観光客を引き込む

まちの魅力づくり 

札幌のまちづくりの

独自性をアピール 

小さな産業の芽を

伸ばす仕掛け 

零細企業の成長を

支援するシステム 

小
さ
な
企
業
・
起
業
の
支
援 

●小さな企業・起業を支援する元気

基金などの制度設計と運用 

●成果を評価する指標や手

法の開発を推進 

●産業振興財団の役割と業

務の点検と評価 

●新たな人材の投入などによ

る組織の活性化と市民に目

を向けた画期的な活動の展

開 

産
業
振
興
策
を
実
行
す
る
仕
組
み 

●財団が果たす役割・使命の

明確化 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●障がい者への情報提供を

きめ細かに行う 

●グループホームなどの安心

に暮らせる地域の住まいづ

くりを進める 

●共生を支える札幌独自の

制度や事業の創設 

●縦割りではなく、地域づくり

に関連する施策を総合的に

進められる仕組み 

（方向１） 

 

地域の中で子

どもと子育て

を支え合う場

づくり 

（方向４） 

 

地域の人々の

交流やふれあ

いを広げる場

づくり 

（方向２） 

 

障がい者が地

域でいきいき

と暮らせる仕

組みづくり 

（方向３） 

高齢者が地域で

暮らし続けること

のできる仕組みづ

くり 

地域の人材や活動

をつなげる仕組み 

（視点１） 

誰もが地域でいきいきと暮ら

せる「共生の地域づくり」を具

体的に実現する 

１．これからのまちづくりの視点 ２．取組みの方向と課題 ３．当面の重点的な取組み ４．行政施策の提案 ５．実践のための手法と仕組み 

（視点５） 

「あれもこれも」ではなく、「あ

れかこれか」の視点で優先順

位を絞り、着実に実現する 

（視点２） 

住民が主体となり、自ら地域

を守り育てる活動を広げ、発

展させる 

（視点４） 

縦割りのカベや官民のカベを

破り、協働による地域づくりの

仕組みをつくる 
地域の「よろず相

談所」づくり 

誰でも気軽に集え

る場づくり 

孤立している母親

を支える取組み 

障がいのある子ど

もを持つ母親を支

援する仕組み 

地域の中で介護を

支援する仕組み 

自立した暮らしを支

援する仕組み 

地
域
の
情
報
・
相
談
機
能
の
強
化

地
域
の
「
居
場
所
づ
く
り
」
の
実
践

●行政情報の総合的な窓口

機能とサービスを提供 

●地域の人材の活用とネット

ワークづくり 

●問題解決・支援のための専

門家ネットワークをつくる

●高齢者・障がい者・乳幼児

のデイケアを総合的に受け

入れる施設づくりを進める

●地域の公共施設を情報・相

談拠点として有効に活用 

●民間運営＋住民参加＋行

政支援によるデイケアハウ

ス（富山方式）の展開 

●青少年育成のためのコー

ディネータの育成 

●障がい者の学童保育、デイ

ケア、在宅ケアなどを充実

する 

●活動を支える人材や資金を

確保する仕組みをつくる 

●地域のまちづくり組織の連

携と協働を進める 

●様々な交流活動やふれあ

い活動を実践する 

●「バリアフリー公園とふれあ

いの拠点づくり」を展開する

●情報・相談窓口のコーディ

ネータを育成する 

●住民に身近な情報・相談窓

口と拠点を設置する 

●地域の空家のリノベーショ

ンと活用の促進 

●公設民営方式による地域

づくり事業の展開 

●住民主体による公園づくり

と管理運営の展開 

●地域で活動する住民主体

のＮＰＯを育成 

使
い
や
す
い
行
政
サ
ー
ビ
ス 

人
材
の
活
用 

官
民
協
働
事
業
の
展
開 

住
民
主
体
の
事
業
へ
の
支
援 

●防災対策、環境維持のた

めの地域活動を促進 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
育
成 

共生・地域づくり分科会 中間報告（キーワードの整理） 

子育てをしながら

働く人の支援 

子どもたちが集ま

れる場づくり 

知的障がい者が地

域で暮らし続けるこ

とのできる仕組み 

障がいのある子ど

もたちを地域で支

える仕組み 
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
充
実 

●民間の取組み（共同学童保

育所など）の支援 

●公共スペースを活用し地域

NPO の情報を発信 

●地域の中に若者から高齢

者まで多世代が集うたまり

場を開設 

●若者や青少年がボランティ

ア活動に取組む場づくり 

多
世
代
が
集
う
場
づ
く
り 

●地域の福祉活動の中で若

者たちの働く場を創出 （視点３） 

地域住民のつながりを広げ、

深めるための取組みを展開す

る 

●抽象的な目標ではなく可能

な限り数値目標を設定 

●施策の優先順位と具体的

目標を設定 

タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
設
定

（方向５） 

市民が健康に生

活できる仕組みづ

くり 

誰もが適切に医療

を受けることができ

る仕組み 

市民レベルの健康

づくりを支える仕組

み 

健
康
づ
く
り
支
援
体
制
の
充
実

充
実 

●札幌市の国民健康保険制

度を改善する 

●子どもの頃からの健康教育

を進める 

●情報提供，相談，健康づく

りの場を充実する 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（方向４） 

 

市民主体のま

ちづくりとコミ

ュニティ運営

の実践 

空洞化・高齢化の

進む地域の再生 

地域の中心や拠点

の機能の向上 

（方向２） 

 

環境保全のた

めの具体的目

標の設定と着

実な実践 

環境負荷の少ない

まちづくり 

（方向３） 

 

安心・安全な

居住環境づく

り 

地域で住みつづけ

られる環境づくり 

福祉のまちづくり

（バリアフリーなど）

（方向１） 

 

まちの自然・

歴史・文化の

再生と新たな

価値の創出 

快適な環境づくり 

（自然、景観など）

古い建物・街並み・

文化の保存と活用 

市民の公共的意識

や活動の活性化 

北方型まちづくり

（雪対策など） 

コンパクトシティ化

の推進 

環境・都市機能分科会 中間報告（キーワードの整理） 

（視点１） 

札幌の自然・風土、歴史・文化

を大切にした美しいまちづくり

を進める 

１．これからのまちづくりの視点 ２．取組みの方向と課題 ３．当面の重点的な取組み ４．行政施策の提案 ５．実践のための手法と仕組み 

（視点３） 

サスティナブルシティをめざし

た具体的な取組みを実践する

（視点２） 

魅力的なまちづくりを人々の

交流や経済活動の活性化に

結びつける 

（視点４） 

地域コミュニティを育成するた

めのまちづくり活動に市民主

体で取組む 

（視点５） 

まちづくりの公共的な部分を

市民が担うための仕組みをつ

くる 

フィルムコミッション

の展開 

魅
力
的
な
都
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
組
む 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
に
取
組
む

●都心の廃校を市民の多様

な活動の場として活用 

●安全・安心な地下歩行空間

ネットワークを整備 

●駅前通と大通を札幌の

魅力のｼﾝﾎﾞﾙｽﾄﾘｰﾄに再生 

●都心の近くに歩いて暮らせ

る居住環境づくりを進める

●公園や道路などの多面的

活用に関する規制緩和 

●市民参加を広げるためのイ

ベントの活用（ごみ分別等）

●歩いて楽しい空間として札

幌駅前通を再整備 

●地域の住民が集まり交流

するたまり場をつくる 

●幅広い世代が暮らせる居

住環境づくりを進める 

●高次都市機能拠点，広域
交流拠点や地域中心核の

育成・整備を図る 

●地域の住民が地域の情報

を共有する仕掛けをつくる

●都心の緑や水辺を再生す

るための活動を進める 

●公共空間をにぎわい創出

や国際的な集客交流の場

として活用 

●連絡所を地域のまちづくり

活動の拠点として活用 

●建物のﾘﾉﾍﾞｰｼｮﾝやｺﾝﾊﾞｰｼﾞ

ｮﾝを促進する制度やｼｽﾃﾑ 

●ライフサイクルに応じた住

み替えを支援するシステム

●学校施設を住民のまちづく

り活動の場として活用 ●地域の公共施設・公共空間
を住民や NPO が管理運営

するモデル事業を展開

（公園，図書館など） 

●行政広報のアウトソーシン

グや専門的な人材の起用 

●札幌ＴＭＯが都心の公共施

設・公共空間の活用をマネ

ジメントする仕組みづくり

●都心の公共施設・公共空間

を市民 NPO が管理・運営す

る仕組みづくり 

●多様なメディアを活用し、市

民への情報発信を展開 

●ﾘﾉﾍﾞｰｼｮﾝの中で魅力的な

環境・景観・空間を創出 

規
制
改
革 

公
共
空
間
整
備 

美
し
い
都
市 

景
観
の
形
成 

公
共
空
間
の 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

ま
ち
づ
く
り
の 

広
報
戦
略
の
展
開 

シ
ス
テ
ム
づ
く
り

住
民
自
治 

●地域通貨を活用したコミュ

ニティ活動の運営に関する

実験的取組みを実施 

●公共空間と個人との関わり

方やまちづくりについて学

ぶ場やしくみをつくる（学校

教育の活用やまちづくり読

本の配布等） 

地
域
活
動
の 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
い 

ま
ち
づ
く
り
に
取
組
む 

●ＣＯ2 排出や廃棄物を削減

する取組みの推進 

●省エネルギーの推進と新エ

ネルギーの活用促進 

●省ｴﾈﾙｷﾞｰ型の雪対策やｺ

ｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝｼｽﾃﾑの推進 

●ﾘｻｲｸﾙ推進による廃棄物

削減やごみ置き場の美化 

●広告・看板類の整理，総合
的なサイン・案内類の計画

や無電柱化の推進 

●魅力的な緑や建築物のガ

イドラインの検討 

●まちづくりやまち育て活動

の実践を通した人材育成 

●質の高いｺﾐｭﾆﾃｨ形成に向

けた地域のまちづくり文化

の形成と愛着心の向上 

人
材
の
育
成
と
活
用 

●まちなみの景観に配慮した

風格あるまちづくりを進める

●歩行者・自転車・公共交通

優先の交通体系やシステム

●快適な公共交通の実現，
ＴＤＭの推進や自転車の利

用しやすいまちづくり 

エ
ネ
ル
ギ
ー
・ 

廃
棄
物
対
策 

総
合 

交
通 

人と環境を重視した

交通ｼｽﾃﾑへ転換 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（方向４） 

 

地域の人材や

活動を子ども

の教育に生か

す取組みを展

開 
高齢者など地域の

人材の活用 

（方向１） 

 

自然と共生す

る価値観や文

化を育てる取

組みを展開 

（方向２） 

 

小さな表現活

動の場を広げ

るための取組

みを展開 

（方向３） 

 

地域のスポー

ツ活動を支え

る仕組みづく

りを展開 

家庭の教育力を向

上させる取組み 

地域スポーツを支

える人材の確保 

（視点１） 

子孫のために 100年後を考え

たまちづくりに取組む 

１．これからのまちづくりの視点 ２．取組みの方向と課題 ３．当面の重点的な取組み ４．行政施策の提案 ５．実践のための手法と仕組み 

（視点５） 

札幌ならではの文化やスポー

ツの魅力を発信し、人々の交

流や活動を活性化する 

（視点２） 

市民が自らつくり上げる小さな

文化活動・表現活動を育てる

（視点４） 

地域の人材や文化活動、スポ

ーツ活動を子どもたちの教育

に生かす 

芸術・文化を体験

する取組み 

学校と地域との連

携づくり 

まちなかの森や川

を再生する取組み 

部活の機能低下を

地域が担う仕組み 

公共スポーツ施設

の有効活用 

●市立大学でアイヌ文化の学

科や講座を開設 

●連絡所を情報交流やネット

ワークづくりの拠点に活用

●重要文化財に指定された団体や

人材の活動を支援する取組み 

●学校教育でアイヌ文化の総

合的学習を実施 

●ＮＰＯが連絡所などの運営

を行うモデル事業を展開 

●公共施設・公共空間を市民

の表現活動の場として活用

●アイヌ民族の伝統文化、生

活文化を発信する場づくり

●アイヌ民族の歴史、文化に

関する理解を広げる 

地
域
の
活
動
拠
点
づ
く
り 

●公共施設の運営をボランテ

ィア研修の場として活用 

人
材
の
育
成
と
活
用 

自然と共生する生

活文化の見直し 

アイヌ民族の歴史

と文化の尊重 

小
さ
な
表
現
活
動 

の
場
づ
く
り 

●公共施設・公共空間の多面

的活用に関する規制緩和 

●ＮＰＯが地域の公共施設を

管理する仕組みづくり 

●ハイレベルなアートと市民

活動をつなぐ仕組みづくり

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
文
化

・
ス
ポ
ー
ツ
の
活
用

●プロスポーツと地域スポー

ツをつなぐ仕組みづくり 

（視点３） 

誰でも身近でスポーツを楽し

むことのできる仕組みをつくる

●アイヌ語地名の日本語との

並列標記を普及 

●まちなかで冬のスポーツ文

化を発信する仕掛けづくり

●まちなかで札幌の文化をア

ピールする仕掛けづくり 

文化・人づくり分科会 中間報告（キーワードの整理） 

活動団体のネット

ワークづくり 

小さな表現活動を

支援する仕組み 

公共施設・公共空

間の有効活用 

●不登校の子どもたちが社会

と接する活動の拠点づくり

●若者の表現活動を支援す

る取組みを展開 

●都心の廃校を活用したモデ

ル事業の実施 

●若者の表現活動に対する

支援・助成制度を創設 

●体育振興会の蓄積を生か

した仕組みづくりを展開 
●総合型地域スポーツクラブ

のモデル事業を実施 

●種目別クラブの連携により

総合型クラブへ展開 

●地域クラブの活動を情報発

信するシステムを構築 

●学校と地域クラブとの連携

システムづくり 

●公共スポーツ施設を使いや

すくするシステムづくり 

●芸術・文化体験を通して子

どもの社会性を育む取組み

●音楽や演劇をつくり上げる

プロセスを体験する取組み

●子どもたちや地域の人々が共

に芸術・文化を楽しむ場づくり 

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
づ
く
り 

ア
イ
ヌ
文
化
の 

啓
発
と
発
信 

ア
イ
ヌ
文
化 

教
育
の
実
践 

 

公
共
施
設
・
空
間
の 

規
制
改
革 

地
域
ス
ポ
ー
ツ 

ク
ラ
ブ
の
モ
デ
ル
構
築

地
域
社
会
と
教
育
の 
接
点
と
連
携
づ
く
り 

地
域
と
の
連
携
に
よ
る 

教
育
の
実
践 

●芸術・文化施設を結ぶカル

チャースクールバスの運行

●民間のフリースクールと学

校との連携・交流の推進 

●身近な公共施設や学校を

文化活動の場として開放 

●地域と学校の関わりを深め

る 
●地域との連携による学校運

営の実践 

●市民の身近な場所で多様

な学習機会を提供 

●高齢者が子どもたちの教育

に活躍する仕組みづくり 

札
幌
文
化
の
発
信 

●市 立 大 学 と 地 域 の 大 学 や 諸

施設との連携の仕組みづくり 

●民間フリースクールの特色ある

教育の場を学校教育に生かす 
●教育現場に地域の人材を

活用するシステムづくり 


